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〈第3回10月臨時会・第4回12月定例会〉

県
立
あ
い
か
わ
公
園
付
近

　
　
　
　

  

か
ら
み
る
日
の
出



　

令
和
４
年
第
３
回
「
10
月
臨
時
会
」
は
10
月
28
日
に
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
に
関
す

る
町
長
提
出
議
案
を
審
議
し
、
１
件
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
第
４
回
愛
川
町
議
会
「
12
月
定
例
会
」
は
12
月
１
日
か
ら
12
月
14

日
ま
で
、
会
期
14
日
間
（
本
会
議
開
催
日
４
日
間
）
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
条
例
の
一

部
改
正
を
は
じ
め
、
補
正
予
算
や
事
件
議
案
な
ど
、
合
計
で
13
件
の
町
長
提
出
議
案
を

審
議
し
、
全
議
案
を
可
決
す
る
と
と
も
に
、
６
件
の
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
。

令和４年第４回12月定例会日程

令和４年第３回10月臨時会日程

補
　
正
　
予
　
算

◎
令
和
４
年
度
愛
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

（
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
２
，

９
９
２
万
４
千
円
を
追
加
し
、

一
般
会
計
の
総
額
を
１
４
５

億
４
，
０
４
９
万
５
千
円
と

し
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
価

格
高
騰
対
策
高
齢
者
特
別
支

援
事
業
費
と
し
て
、
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
に
対
し
、

１
人
あ
た
り
３
千
円
分
の
ギ

フ
ト
券
を
配
付
す
る
ほ
か
、

高
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
・

生
徒
を
養
育
す
る
保
護
者
に

2022
　 

　
愛
川
町
議
会

対
し
、
子
ど
も
１
人
あ
た
り

１
万
円
の
支
援
金
を
給
付
す

る
た
め
の
経
費
で
す
。

　

ま
た
、
９
月
下
旬
に
接
近

し
た
台
風
15
号
の
影
響
に
よ

り
、
県
道
65
号
箕
輪
交
差
点

付
近
か
ら
下
箕
輪
へ
向
か
う

町
道
角
田
１
６
０
１
号
線
、

宮
坂
の
法の

り
め
ん面

の
一
部
が
崩
落

し
た
た
め
、
復
旧
に
要
す
る

工
事
費
で
す
。

　

条
　
例
　
議
　
案 

◎
愛
川
町
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

（
賛
成
全
員
）

　
「
地
方
公
務
員
法
」の
一
部

改
正
に
伴
い
、
地
方
公
務
員

の
定
年
に
つ
い
て
段
階
的
に

65
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
定
年

延
長
の
規
定
を
す
る
も
の
で

す
。役
職
定
年
制
や
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
制
を
導

入
す
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の

改
正
を
行
う
一
部
改
正
条
例

を
可
決
し
た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

　
　
　

令
和
５
年
４
月
１
日
】

◎
愛
川
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
愛
川
町
一
般

職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

人
事
院
勧
告
や
国
家
公
務

員
の
給
与
改
定
の
内
容
に
準

拠
し
、
若
年
層
に
重
点
を
置

い
た
プ
ラ
ス
の
給
与
改
定
を

行
う
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
一
部
改
正
条
例
を
可
決

し
た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

◎
愛
川
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末

手
当
に
関
す
る
条
例
及
び
愛

川
町
長
等
常
勤
の
特
別
職
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

人
事
院
勧
告
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
一
般
職
と
同
様
に
町

議
会
議
員
及
び
常
勤
特
別
職

の
期
末
手
当
を
０.１
月
分
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

◎
愛
川
町
税
条
例
の
一
部
改

正　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　
「
地
方
税
法
」の
一
部
改
正

に
伴
い
、
公
共
下
水
道
の
利

用
者
が
設
置
し
た「
下
水
道

除
害
施
設
」
に
係
る
固
定
資

産
税
の
課
税
標
準
の
特
例
が

見
直
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
所

要
の
改
正
を
行
う
一
部
改
正

条
例
を
可
決
し
た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

※
下
水
道
除
害
施
設
と
は
：

飲
食
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
等
が
、
有
害
物
質
を
下
水

道
に
流
す
前
に
除
去
す
る
た

め
の
施
設

月 日 曜 会議名 主な内容

12

1 木

本会議
陳情の委員会付託、
町長提出議案の説明、
特別委員会の設置

第６次愛川
町総合計画
特別委員会

正副委員長の互選、
開催日程の決定

5 月 本会議 一般質問（６人）

6 火 本会議 一般質問（４人）

8 木

総務建設
常任委員会

付託案件の審査、
所管事務調査

第６次愛川
町総合計画
特別委員会

付託案件の審査

9 金 教育民生
常任委員会

付託案件の審査、
所管事務調査

14 水 本会議

町長提出議案の質疑、
討論、採決
付託案件の審査結果
の委員長報告、
質疑、討論、採決
議員提出議案の説明、
質疑、討論、採決

月 日 曜 会議名 主な内容

10 28 金 本会議 町長提出議案の説明、
質疑、討論、採決

　　　　

10
　
月
　
臨
　
時
　
会

　　　　

12
　
月
　
定
　
例
　
会

自 治 功 労 者 表 彰

　木下眞樹子議員、熊坂崇徳議員が、
議会議員在職11年以上となり、令和
４年11月10日に神奈川県町村議会議
長会自治功労者表彰を受けました。木下　眞樹子　議員 熊坂　崇徳　議員

※

令和5年1月15日 可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
議
決
一
覧
・
特
別
委
員
会
等

一
般
質
問
等

行
政
視
察
報
告

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
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本
町
を
含
む
各
自
治
体
の

広
報
紙
が
閲
覧
で
き
る
無
料

ア
プ
リ『
マ
チ
イ
ロ
』で
も「
議

会
だ
よ
り
あ
い
か
わ
」
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
で
、
手
軽
に
ご
覧
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。左
記
に

あ
る
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
専

用
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
　
正
　
予
　
算

◎
令
和
４
年
度
愛
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

（
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
，
５

４
６
万
９
千
円
を
追
加
し
、

一
般
会
計
の
総
額
を
１
４
６

億
１
，
５
９
６
万
４
千
円
と

し
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
愛

川
東
中
学
校
に
お
い
て
、新
た

に
階
段
昇
降
車
１
台
を
購
入

す
る
経
費
の
ほ
か
、文
化
会
館

か
え
で
広
場
の
タ
イ
ル
を
改

修
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
愛
川
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算　
　
　
　
　
　
（
第
１
号
）

◎
令
和
４
年
度
愛
川
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算　
　
　
　
　

（
第
２
号
）

◎
令
和
４
年
度
愛
川
町
公
共

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◎
令
和
４
年
度
愛
川
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（

第
１
号
）

（
以
上
、賛
成
全
員
）

◎
第
６
次
愛
川
町
総
合
計
画

基
本
構
想
及
び
前
期
基
本
計

画
の
策
定　
　
（
賛
成
全
員
）

　

現
行
の
第
５
次
総
合
計
画

は
、
今
年
度
を
も
っ
て
12
年

の
計
画
期
間
が
満
了
と
な
る

た
め
、
令
和
５
年
度
を
初
年

度
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
人

権
尊
重
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
な
ど
、
時
勢
に
沿
っ

た
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
本

町
の
中
長
期
的
な
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
定
め
る
新
た
な
総
合

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

「
第
６
次
愛
川
町
総
合
計
画
」

を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
こ

れ
ま
で
、「
議
会
検
討
会
」
や

「
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

町
と
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
５
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
　
件
　
議
　
案

◎
土
地
の
処
分
に
つ
い
て

（
賛
成
全
員
）

　

本
町
が
所
有
し
て
い
る
土

地
に
つ
い
て
、
地
権
者
６
名

か
ら
譲
渡
申
請
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
一
部
の
町
有

地
を
処
分
す
る
も
の
で
す
。

所
在
地
及
び
地
目

　

相
模
原
市
緑
区
小
倉
字
三

栗
山
１
９
０
７
番
３
４
８

外
13
筆　

山
林

地
積　
５
３
，９
９
８
㎡

処
分
価
格　

２
，１
０
５
万
９
千
２
２
０
円

◎
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認

定　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

一
般
交
通
の
用
途
に
供
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
路
線

や
新
た
に
町
道
と
し
て
管
理

す
る
必
要
が
生
じ
た
路
線
に

つ
い
て
、
町
道
路
線
の
廃
止

及
び
認
定
を
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
角
田
・
中
津
地
内

の
２
路
線
の
廃
止
を
行
い
、

新
た
に
角
田
・
中
津
地
内
の

３
路
線
を
認
定
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

◎
国
に
私
学
助
成
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て　
　
　
　

　
（
賛
成
10
人
、反
対
５
人
）

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に

学
ぶ
権
利
を
保
障
し
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
私
学
で
の

学
び
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う

私
学
助
成
の
拡
充
を
図
る
た

め
、
国
へ
意
見
書
を
提
出
す

る
も
の
で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
11

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

個
人
総
括
質
疑

　

12
月
14
日
の
本
会
議
で

は
、
条
例
及
び
補
正
予
算

議
案
等
を
対
象
に
、
小
林

議
員
、
鈴
木
議
員
、
阿
部
議

員
、
岸
上
議
員
、
山
中
議
員

の
５
名
が
個
人
総
括
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
項

目
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

文
化
会
館
か
え
で
広
場

　
　
タ
イ
ル
改
修
工
事

■
工
事
の
詳
細
に
つ
い
て

愛
川
聖
苑
施
設
使
用
料
増
額

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

す
こ
や
か
親
子
健
康
診
査
等

事
業
費
増
額

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

養
育
医
療
費
助
成

事
業
費
増
額

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

土
地
の
処
分
に
つ
い
て

■
地
上
権
を
５
０
０
年
に
設

定
し
た
経
緯
に
つ
い
て

『
マ
チ
イ
ロ
』

ア
プ
リ
の
紹
介

第６次愛川町総合計画はSDGｓの理念に
基づいて策定しています

文化会館かえで広場のタイルを改修します

第
６
次
愛
川
町
総
合

　
　

  

計
画
を
可
決

「マチイロ」（運営：株式会社ジチタイワークス／福岡市）

第176号可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
議
決
一
覧
・
特
別
委
員
会
等

一
般
質
問
等

行
政
視
察
報
告

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
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可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
議
決
一
覧
・
特
別
委
員
会
等

一
般
質
問
等

行
政
視
察
報
告

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ

●意見が分かれた議案� ○…賛成、●…反対

議案番号
議員名

議案等の件名

公明党 日本共産党 
愛川町議員団 あいかわの聲 令和

あいかわ あすかみらい
無
所
属

議決結果井
出
　
一
己

佐
藤
　
り
え

岸
上
　
敦
子

鈴
木
　
信
一

井
上
　
博
明

小
林
　
敬
子

熊
坂
　
崇
徳

渡
辺
　
　
基

玉
利
　
　
優

阿
部
　
隆
之

馬
場
　
　
司

茅
　
　
孝
之

山
中
　
正
樹

小
島
総
一
郎

木
下
眞
樹
子

佐
藤
　
　
茂

陳 情
第 ７ 号

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充
を求める意見書」の採択を求める陳情書 ●●●○○○●

議

長

は

採

決

に

加

わ

り

ま

せ

ん

●●●●●●●● 不 採 択

陳 情
第 ８ 号

医療・介護・保育・福祉などの職場
で働くすべての労働者の大幅賃上げ
を求める陳情

○○○●●●○ ○○○○○○○○ 趣旨了承

陳 情
第 ９ 号 介護保険制度の改善を求める陳情 ○○○●

　
●●○ ○○○○○○○○ 趣旨了承

陳 情
第 10 号

安全・安心の医療・介護実現のため、
人員増と処遇改善を求める陳情

○○○●●●○ ○○○○○○○○ 趣旨了承

陳 情
第 11 号

国に私学助成の拡充を求める意見書
の提出を求める陳情 ●●●○○○● ●○○○○○○○ 採 択

陳 情
第 12 号

神奈川県に私学助成の拡充を求める
意見書の提出を求める陳情

○○○●●●○ ○○○○○○○○ 趣旨了承

議員提出
第 ３ 号

国に私学助成の拡充を求める意見書
の提出について ●●●○○○● ●○○○○○○○ 可　　決

●全会一致の議案
議案番号 案　　件 議決結果
町長提出
第７３号 愛川町職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例の制定について 可　 決
町長提出
第７４号

愛川町職員の給与に関する条例及び愛川町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可　 決

町長提出
第７５号

愛川町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例及び愛川町長等常勤の特別職の給与
に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　 決

町長提出
第７６号 愛川町税条例の一部を改正する条例の制定について 可　 決
町長提出
第７７号 令和４年度愛川町一般会計補正予算（第８号） 可　 決
町長提出
第７８号 令和４年度愛川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可　 決
町長提出
第７９号 令和４年度愛川町介護保険特別会計補正予算（第２号） 可　 決
町長提出
第８０号 令和４年度愛川町公共下水道事業会計補正予算（第１号） 可　 決
町長提出
第８１号 令和４年度愛川町水道事業会計補正予算（第１号） 可　 決
町長提出
第８２号 第６次愛川町総合計画基本構想及び前期基本計画の策定について 可　 決
町長提出
第８３号 土地の処分について 可　 決
町長提出
第８４号 町道路線の廃止について 可　 決
町長提出
第８５号 町道路線の認定について 可　 決

●全会一致の議案
議案番号 案　　件 議決結果
町長提出
第７２号 令和４年度愛川町一般会計補正予算（第７号） 可　 決

令和４年　第３回10月臨時会　議決一覧表

令和４年　第４回12月定例会　議決一覧表

※陳情第８号、９号、１０号及び１２号は、委員長報告の「趣旨了承」に対する賛否です。

（採　択）

（採　択）

（採　択）

（採　択）

令和5年1月15日
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可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
議
決
一
覧
・
特
別
委
員
会
等

一
般
質
問
等

行
政
視
察
報
告

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

第
６
次
愛
川
町
総
合
計
画
特
別
委
員
会

　

議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議

会
を
実
現
す
る
た
め
、
本
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
会

の
あ
り
方
や
運
営
方
法
な
ど

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

12
月
１
日
の
本
会
議
で
は
、

井
出
一
己
委
員
長
が
、
第
８

回
ま
で
の
会
議
で
行
わ
れ
た

協
議
事
項
に
つ
い
て
中
間
報

告
を
行
い
ま
し
た
。内
容
の

一
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
４
年
度
を
も
っ
て

「
第
５
次
愛
川
町
総
合
計
画
」

が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
本

町
の
中
長
期
的
な
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
定
め
る「
第
６
次
愛
川

町
総
合
計
画
」を
、
令
和
５
年

度
か
ら
令
和
16
年
度
ま
で
の

12
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て

策
定
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
令
和
４
年
２
月

７
日
に「
第
６
次
愛
川
町
総

合
計
画
議
会
検
討
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。そ
の
検
討
会

で
は
、
議
員
全
員
で
総
合
計

画（
案
）に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
７
月
14
日
に
全
85
項
目

の
提
言
書
・
意
見
書
を
小
野

澤
町
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
提
言
書
・
意
見

書
に
基
づ
く
、
基
本
計
画
案

の
提
示
・
説
明
に
対
し
、
10

月
４
日
に
質
疑
を
行
っ
た
後
、

12
月
定
例
会
に
お
い
て
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　

12
月
１
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
町
側
か
ら
提
案
説
明

を
受
け
、「
第
６
次
愛
川
町
総

合
計
画
特
別
委
員
会
」
を
設

置
、
同
月
８
日
に
は
委
員
会

を
開
催
し
審
査
を
行
い
ま
し

た
。そ
し
て
、14
日
の
本
会
議

で
委
員
長
報
告
を
行
い
、
採

決
を
し
た
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

協議項目 報告内容

議会のペーパーレ
ス化の推進につい
て

書類送達の迅速化を図るとともに、情報処理の効率化・
高度化等による審議の充実等を実現する必要がある
ことから、クラウドサービスを活用した「ペーパー
レス会議システム」を導入していくこととした。

議会のＩＣＴ環境
の整備について

次の３項目について、令和５年度の導入に向けて優
先的に調査していくこととした。 

（１）スケジュール管理システムの導入 
（２）タブレット端末の全議員配付 
（３）ペーパーレス会議システムの導入

危機管理体制の強
化について

常任委員会等の会議のリモート開催を可能としてい
くため、委員会条例等の改正について調査を行っ
た。協議の結果、今後は、条例改正案の調査と合わせ、
細かな運営についても、要綱（内規）等を定め、令
和５年９月議会において条例改正案が提出できるよ
う進めていくこととした。

月 日 曜 主な内容

2 18 金 今後の開催日程等を決定

3
1 火 検討会における今後の取り組み

29 火 前計画の検証を含め、第６次愛川町総合計画のまとめ方につ
いて協議

6
21 火 第６次愛川町総合計画（素案）の 提示・説明 

総説・基本構想・前期基本計画・第１・２部の検討

28 火 第６次愛川町総合計画（素案）に対する
第３・４部の検討

7

6 水 第６次愛川町総合計画（素案）に対する 
第５・６部の検討　最終確認

13 水
第６次愛川町総合計画（素案）に対する総説・基本構想・前
期基本計画・第１〜６部の全項目の協議が終了し、意見・提
言を整理

14 木 町長へ意見・提言書を提出

8 31 水 提出した提言書・意見書に基づく第６次愛川町総合計画（案）
の提示・説明

10 4 火 第６次愛川町総合計画（案）に対する質疑・答弁

月 日 曜 主な内容

12

1 木 正副委員長の互選、開催日程の決定

8 木 付託案件の審査

14 水 本会議での委員長報告及び採決

委員長 馬場　司　議員
副委員長 山中　正樹　議員
委　　員 井出　一己　議員
委　　員 鈴木　信一　議員
委　　員 熊坂　崇徳　議員
委　　員 阿部　隆之　議員

第６次愛川町総合計画議会検討会の日程

議会改革推進特別委員会の中間報告

第６次愛川町総合計画特別委員会の日程

第６次愛川町総合計画特別委員会委員

12月８日に開催した特別委員会の様子 ※ほかに正副議長がオブザーバーとして参加

タブレット研修の様子
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紙面の都合により、発言の一部を掲載しています。詳しくは役場等に備え付
けてある「会議録」をご覧いただくか、インターネットでもご覧になれます。
なお、12月定例会の会議録は、３月頃に完成予定です。

※各議員の写真の横にある２次元コードを読み込むと、本会議での質問動画がスマートフォンやタブレット端末でも、ご覧になれます。

　
最
近
の
ス
ポ
ー
ツ

界
で
は
、
若
い
世
代

の
活
躍
が
目
立
ち
、
本
町
に

お
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
の
環
境

を
整
備
し
「
心
・
技
・
体
」

の
人
間
性
を
形
成
し
な
が

ら
、
支
援
に
も
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
の
環

境
を
整
備
し
て
い
く

た
め
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
用
具

等
購
入
時
の
補
助
支
援
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
財
源
の
一
例
と
し
て
町

内
の
ゴ
ル
フ
場
に
、
新
た
に

ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売

機
を
設
置
し
、
そ
の
納
税

分
を
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
に
対
す

る
補
助
や
支
援
に
充
当
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

問

問

町
長　
２１
種
目
の
団
体
が
加

盟
す
る
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
対

し
、
活
動
の
一
助
と
し
て
補

助
制
度
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、

全
国
大
会
出
場
者
に
奨
励
金

を
交
付
す
る
な
ど
支
援
に
努

め
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
補
助

全
国
大
会
出
場
奨
励
金

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
に
活
用

茅
かや

　孝
たか

之
ゆき

 議員

ジュニアの育成
支援などの取組

茅 　　孝 之　議員　P.６
・ジュニア育成の環境整備について

玉 利　 　優　議員　P.９
・インクルーシブ教育について ほか

井 上　博 明　議員　P.７
・これからの行政運営について ほか

小 林　敬 子　議員　P.９
・児童生徒の不登校について ほか

鈴 木　信 一　議員　P.７
・里地里山の保全に関する取り組みについて ほか

山 中　正 樹　議員　P.10
・企業版ふるさと納税について

阿 部　隆 之　議員　P.８
・良好な職場環境づくりについて

井 出　一 己　議員　P.10
・環境教育について ほか

岸 上　敦 子　議員　P.８

熊 坂　崇 徳　議員　P.11

・ヤングケアラーについて ほか

・中学校部活動の地域移行について ほか

ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売
機
設
置
を

財
政
課
長　
本
町
の
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
は
、
平
成
２８
年

度
か
ら
開
始
し
、
愛
川
ブ
ラ

ン
ド
等
の
返
礼
品
の
贈
呈
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
決
算
額
は
、

２
，
５
４
４
万
６
千
円
で
、

寄
付
金
の
使
い
道
は
、
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
４

つ
の
選
択
肢
が
あ
り
、
寄
付

に
応
じ
た
事
務
事
業
に
充
当

し
て
い
ま
す
。

相模原市に設置されている
ふるさと納税自動販売機

令和5年1月15日
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可
決
議
案
の
内
容
等

会
派
議
決
一
覧
・
特
別
委
員
会
等

一
般
質
問
等

行
政
視
察
報
告

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ



　

全
国
的
に
野
球
競

技
人
口
が
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
第
１
号
公
園
野
球

場
の
今
後
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。 問町

長　
近
年
の
第
１
号
公
園

野
球
場
の
利
用
人
数
と
利
用

回
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
町
野
球
協
会

な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

例
え
ば
２
面
あ
る
野
球
場
を

１
面
と
す
る
な
ど
、
効
果
的

な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
変
更
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 効

果
的
な
施
設
に

変
更
す
る
考
え

第１号公園野球場
今 後 に つ い て

井
いの

上
うえ

　博
ひろ

明
あき

 議員

　

現
在
、
新
年
度
予

算
の
編
成
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
算

編
成
に
あ
た
り
、
物
価
高

騰
下
で
あ
っ
て
も
、
町
民

の
暮
ら
し
を
支
え
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

か
ら
町
民
の
命
を
守
る
町

政
を
引
き
続
き
推
進
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
年
度
予
算
編

成
に
対
す
る
想
い
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

問暮
ら
し
守
る
こ
と
重
点

寄
り
添
う
施
策
進
め
る

町
長　
新
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た
り
、
国
の
施
策
を
見

据
え
な
が
ら
、
町
と
し
て
で

き
る
こ
と
・
や
る
べ
き
こ
と

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、

引
き
続
き
暮
ら
し
を
守
る
こ

と
に
重
点
を
置
き
、
き
め
細

や
か
な
町
民
に
寄
り
添
っ
た

施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　

愛
川
町
公
共
施
設
個
別
施

設
計
画
に
つ
い
て

新
年
度
予
算
編
成
へ
の
想
い

　

国
の
調
査
で
は
、

「
子
育
て
や
教
育
へ
の

費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る
こ

と
」
が
理
想
の
子
ど
も
数

を
持
た
な
い
理
由
と
し
て

最
も
多
く
回
答
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
教
育
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
学
校
給
食
の
費
用
を
無

償
化
す
る
考
え
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

問町
長　
町
が
学
校
給
食
費
の

無
償
化
を
実
施
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在

ま
で
様
々
な
支
援
事
業
を
通

じ
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
措
置
を

適
時
適
切
に
講
じ
て
い
ま
す
。

実
施
の
考
え
な
く

負
担
軽
減
を
措
置 鈴

すず

木
き

　信
しん

一
いち

 議員

小中学校給食
無償化の考え

尾
山
」
里
山
を
ま
も
る
会
』

と
の
共
同
事
業
に
よ
り
、
同

地
区
の
山
林
に
自
生
す
る
山

桜
の
保
全
の
た
め
に
、
林
内

整
備
や
下
刈
作
業
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
会

員
の
高
齢
化
が
進
み
、
事
業

を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
協
力

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
発
掘
や
、
先
進
事
例
の
情

報
収
集
と
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上

に
つ
い
て

町
長　
平
成
１８
年
度
か
ら
下

谷
・
八
菅
山
地
区
の
住
民
に

よ
り
組
織
さ
れ
た『「
八
菅
山・

林
内
整
備
高
齢
で
困
難

協
力
者
発
掘
な
ど
研
究

　
環
境
省
が
生
物
多

様
性
を
保
全
す
る
う

え
で
重
要
な
里
地
里
山
と

し
て
選
定
し
た
場
所
の
う

ち
、
愛
川
町
の
八
菅
山
・

尾
山
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
町
に
お
け
る

里
地
里
山
の
保
全
活
動
の

取
り
組
み
状
況
と
課
題
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問 里
地
里
山　
保
全
活
動
の
状
況
と
課
題

第１号公園野球場の様子

温かくて美味しい給食
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子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
の
改
定

　
子
育
て
支
援
に
関

す
る
情
報
を
よ
り
分

か
り
や
す
く
提
供
す
る
た

め
、「
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
」

に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
、
公

園
情
報
を
追
加
す
る
な
ど

の
改
定
を
し
て
み
て
は
ど

う
か
と
思
い
ま
す
が
、
町

の
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま 

す
。 問紙

面
構
成
工
夫
凝
ら
す

デ
ジ
タ
ル
媒
体
で
配
信

町
長　
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド

の
作
成
に
つ
い
て
は
、妊
娠
・

出
産
か
ら
子
ど
も
の
成
長
に

沿
っ
た
順
序
で
紙
面
を
構
成

す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
ま
す
。

　

現
行
の
ガ
イ
ド
は
、
白
黒

の
内
部
印
刷
で
作
成
を
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
鮮
明
度
の

点
で
写
真
が
使
用
し
に
く
い

こ
と
や
、
サ
イ
ズ
が
Ａ
５
版

（
議
会
だ
よ
り
の
半
分
の
大

き
さ
）
で
あ
り
、
文
字
や
イ

ラ
ス
ト
が
小
さ
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
今
後
、
他
自
治
体
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
で

の
配
信
も
含
め
、
改
善
を
加

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

　

本
町
に
お
け
る
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認

知
度
向
上
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問町
長　
広
く
町
民
の
皆
さ
ん

に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
概
念

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

一
般
社
団
法
人
「
日
本
ケ
ア

ラ
ー
連
盟
」
が
、
具
体
的
な

事
例
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
た
イ
ラ
ス
ト
を
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
に
、
子
育
て 

支
援
セ
ン
タ
ー
で
開
設
し
て

い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、

周
知
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
や
広
報
紙
に
掲
載

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
活
用
し
周
知 岸

きし

上
がみ

　敦
あつ

子
こ

 議員

ヤングケアラー
認知度向上の取組

←�ガイドの詳細
はこちら

　
ゆ
と
り
を
持
っ
た

明
る
く
現
代
風
の
空

間
づ
く
り
、
ま
た
、
庁
舎

に
お
け
る
見
や
す
く
大
き

な
看
板
や
課
ご
と
の
イ
メ

ー
ジ
カ
ラ
ー
を
用
い
る
こ

と
は
、
町
民
に
と
っ
て
も

利
用
し
や
す
い
役
場
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
古
い
机
や
椅
子

の
更
新
な
ど
、
職
員
に
と

っ
て
も
働
き
や
す
い
空
間

や
業
務
を
遂
行
し
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

問

椅
子
等
は
段
階
的
更
新

Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
照
度
確
保
へ

総
務
部
長　
職
員
が
使
用
し

て
い
る
机
・
椅
子
に
つ
い
て
は
、

段
階
的
に
更
新
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
照
明
設
備
に

つ
い
て
も
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ

る
照
度
の
確
保
な
ど
、
執
務

環
境
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
町
と
し
て
は
、
引
き

続
き
、
職
員
が
働
き
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
安
定
的
な
町
政
運

営
の
た
め
に
も
、
令

和
の
時
代
に
合
っ
た
キ
ャ

リ
ア
に
対
す
る
考
え
方
へ

の
対
応
が
必
要
で
す
。
主

幹
以
下
の
職
員
の
能
力
や

業
績
に
対
す
る
評
価
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

問町
長　
意
欲
的
に
業
務
に
励

ん
で
い
る
若
い
職
員
に
は
、

適
切
な
人
事
配
置
や
昇
給
昇

格
を
行
い
、
ま
た
、
や
る
気

の
あ
る
職
員
、
努
力
を
惜
し

ま
な
い
職
員
に
つ
い
て
も
、

持
っ
て
い
る
能
力
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
よ
り

良
い
職
場
の
風
土
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

人
事
配
置
や
昇
給
昇
格

職
場
の
風
土
づ
く
り
に 阿

あ

部
べ

　隆
たか

之
ゆき

 議員

安定的な町政運営
能力業績への評価

明
る
く
現
代
的
な
職
場
環
境

本町の「子育て支援ガイド」

令和5年1月15日
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イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問教
育
長　
各
学
校
に
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別

支
援
学
級
の
児
童
・
生
徒
が

通
常
の
学
級
の
中
で
も
「
包

括
的
」
に
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
課
題
と
し
て
は
、

教
職
員
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
へ
の
さ
ら
な
る
理
解
と

指
導
力
の
向
上
、
教
職
員
同

士
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

包
括
的
な
支
援
取
組
み

課
題
は
教
職
員
の
連
携 玉

たま

利
り

　優
まさる

 議員

インクルーシブ教育
現 状 と 課 題

　
第
３
次
あ
い
か
わ

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
掲
げ
た
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
削
減
目
標
は

達
成
し
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
学
校
現
場
に
お
け

る
ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
の
役

割
は
、
不
登
校
な
ど
で
悩

み
を
抱
え
る
生
徒
・
児
童

た
ち
に
と
っ
て
、
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
現

場
の
先
生
か
ら
も
「
今
の

人
数
で
は
、
十
分
な
対
応

が
で
き
ず
、
も
っ
と
増
や

し
て
ほ
し
い
。」
と
の
要

望
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
後
、
派
遣
日
数
を
増
や

し
て
い
く
考
え
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

問

問

環
境
経
済
部
長　
国
で
は
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す

と
し
た
も
の
の
、
具
体
的
な

目
標
等
が
示
さ
れ
ず
、
国

の
動
向
を
見
極
め
た
う
え
で

の
策
定
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

空
白
期
間
の
長
期
化
は
好
ま

し
く
な
い
と
考
え
、
脱
炭
素

を
見
据
え
た
第
３
次
計
画
の

見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

教
育
長　
学
校
現
場
で
は
、

国
の
動
向
を
見
極
め

計
画
見
直
し
進
め
る

校
長
会
か
ら
も
要
望

必
要
な
日
数
を
検
討

ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
・
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
受
け
る
相
談

は
多
岐
に
わ
た
り
、
特
に
福

祉
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
も

あ
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
・
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
が
相

談
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
校
長
会
で
も
「
も

う
少
し
派
遣
日
数
を
増
や
し

て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
あ

り
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、

と
て
も
重
要
だ
と
自
覚
し
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
、
ど
の

く
ら
い
の
日
数
が
必
要
な
の

か
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

小
こ

林
ばやし

　敬
けい

子
こ

 議員

　

空
き
家
問
題
は
、

全
国
的
に
も
増
加
し

て
お
り
、
そ
の
対
策
が
追

い
つ
か
な
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
本
町
の
課
題
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問改
善
で
き
る
仕
組
構
築

新
た
に
相
談
窓
口
開
設

町
長　
本
町
で
は
、
平
成
27

年
に
県
内
他
自
治
体
に
さ
き

が
け
、「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

を
開
始
し
た
ほ
か
に
、
空
き

家
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

各
行
政
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

情
報
を
基
に
、
隔
年
で
空
き

家
の
実
態
調
査
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
３
月
に

「
愛
川
町
空
家
等
対
策
計
画
」

を
策
定
し
、
法
に
定
め
る
特

定
空
き
家
と
し
て
、
町
が
認

定
し
た
う
え
で
、
改
善
を
促

す
た
め
の
助
言
又
は
指
導
・

勧
告
・
命
令
が
で
き
る
仕
組

み
を
構
築
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
は
、

空
き
家
相
談
窓
口
を
新
た
に

開
設
し
た
ほ
か
に
、
神
奈
川

県
司
法
書
士
会
の
協
力
の
も

と「
わ
が
家
の
未
来
ノ
ー
ト
」

が
完
成
し
、
令
和
５
年
２
月

に
は
、
こ
の
ノ
ー
ト
を
活
用

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

空
き
家
問
題

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー

人
数
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い

※�インクルーシブ教育とは：
　�すべての子どもの多様なニー
ズに対応できるように、一人
ひとりに配慮した教育のこと。

※

※�スクール・ソーシャル・ワーカーとは：
　�児童・生徒が抱える問題に対し、
保護者・教職員・関係機関と協力�
しながら、問題の解決を図る専門
職のこと。

※

二酸化炭素削減
達成後の方向性

あいかわエコアクションプラン
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※1 �エコスクールプラスとは：文部科学省、
農林水産省、国土交通省、環境省が連
携協力を行い、市町村等がエコスクー
ルとして整備する学校のこと。

※2 �ZEB事業とは：ネット・ゼロ・エネルギー・
ビルの略称で、太陽光発電等の再生可
能エネルギーを活用し、節電しながら、
建物で消費する年間エネルギーの収支
をゼロにする事業のこと。

山
やま

中
なか

　正
まさ

樹
き

 議員

地方創生応援税制
導入で財源確保を

　
本
町
に
は
大
手
企

業
が
工
場
等
を
設
置

し
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し

も
本
社
機
能
が
な
く
、
法

人
税
等
の
収
入
に
結
び
付

い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

自
主
財
源
確
保
の
た
め
、

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税（
地

方
創
生
応
援
税
制
）」
を
導

入
す
る
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問町
長　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
は
、
法
人
関
係
税
か
ら
最

大
９
割
が
控
除
さ
れ
る
制
度

で
、
政
策
ア
イ
デ
ア
次
第
で

寄
付
を
募
る
こ
と
が
で
き
る

魅
力
的
な
制
度
で
す
。
一
方
、

本
社
が
あ
る
自
治
体
へ
の
寄

付
は
で
き
ず
、
三
大
都
市
圏

本
町
は
支
援
対
象
外

活
用
は
な
か
な
か
難

　

県
内
の
支
援
対
象

外
自
治
体
は
18
市
９

町
で
す
が
、
横
須
賀
市
は
累

計
１
億
円
の
寄
付
を
受
け
、

平
塚
市
・
小
田
原
市
も
活

用
し
て
い
ま
す
。
令
和
元

年
度
に
お
い
て
不
交
付
団

体
の
町
が
地
域
再
生
計
画

を
策
定
し
、
認
定
を
受
け

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
支
援

の
対
象
と
な
る
市
町
村
と
、

仮
に
地
域
再
生
計
画
を 

策
定
し
認
定
さ
れ
た
場
合
、

本
町
に
所ゆ

か
り縁
の
あ
る
企
業

は
何
社
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

問 企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
可
能

支
援
対
象
１
市
５
町
村

見
込
企
業
数
３
８
６
社

企
画
政
策
課
長　
支
援
対
象

は
相
模
原
市
、
山
北
町
、
箱

根
町
、
真
鶴
町
、
湯
河
原
町
、

清
川
村
の
１
市
５
町
村
。
ま

た
、
本
町
で
寄
付
が
見
込
め

る
企
業
は
３
８
６
社
で
す
。

　
公
共
建
築
物
の
中

で
大
き
な
割
合
を
占

め
る
学
校
施
設
の
老
朽
化

が
ピ
ー
ク
を
む
か
え
る
中
、

部
分
的
な
改
修
か
ら
取
り

組
む
こ
と
も
大
変
重
要
で

す
。
そ
こ
で
、
環
境
教
育

の
充
実
に
向
け
た
エ
コ
ス

ク
ー
ル
プ
ラ
ス
や
Ｚ
Ｅ
Ｂ

事
業
導
入
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

問教
育
長　
中
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
施
設
の
適
正
化
と

効
率
的
な
管
理
運
営
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
町

公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
」

の
進
捗
に
合
わ
せ
て
、
費
用

対
効
果
や
優
位
性
を
検
証
し

な
が
ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

費
用
対
効
果
や
優
位
性

検
証
し
な
が
ら
研
究

み
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り

不
登
校
児
童
生
徒
の
減
少
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

「
学
校
に
登
校
す
る
」
と
い

う
結
果
の
み
を
目
標
に
せ
ず
、

児
童
生
徒
が
自
ら
の
進
路
を

主
体
的
に
捉
え
て
、
社
会
的

に
自
立
す
る
こ
と
を
目
指
せ

る
よ
う
に
教
職
員
の
指
導
力

向
上
に
努
め
ま
す
。

教
育
次
長
　
夜
間
中
学
校
の

活
用
は
、入
学
対
象
者
を
「
学

齢
期
を
経
過
し
た
人
」
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

不
登
校
児
童
生
徒
は
、
そ
の

対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
今

後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長　
学
校
現
場
や
関
係

機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
、
早
期
発
見
の
取
り
組

進
路
を
主
体
的
に
捉
え

指
導
力
向
上
に
努
め
る

　
教
育
機
会
確
保
法

で
は
、「
休
養
の
必
要

性
」
を
認
め
、
子
ど
も
た

ち
の
学
び
や
就
職
な
ど
に

つ
な
が
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
指
導

性
と
不
登
校
特
例
校
の
設

置
を
含
め
た
、
夜
間
中
学

校
の
活
用
の
可
能
性
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

問

井
い

出
で

　一
かず

己
み

 議員

に
所
在
し
、
か
つ
不
交
付
団

体
で
あ
る
な
ど
の
場
合
、
一

定
の
制
約
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
町
は
支

援
対
象
外
地
域
に
指
定
さ
れ
、

活
用
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

企業版ふるさと納税に期待します

環 境 教 育 の 充 実
エコスクールプラス

「
不
登
校
児
童
生
徒
対
策
」

不
登
校
特
例
校
の
設
置

※
１

※
２

出典：文部科学省ホームページより
（エコスクールのイメージ）

※

※�不交付団体とは：国からの補助にあたる地方
交付税を受けていない、みずからの税収だ
けで財政運営できる自治体

令和5年1月15日
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
し
た
「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
」
は
現

金
を
取
り
出
さ
ず
に
、
手

軽
に
支
払
い
が
出
来
ま
す
。

そ
こ
で
、
公
共
施
設
窓
口

に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
導
入
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

問町
長　
令
和
２
年
度
か
ら
町

民
税
等
の
支
払
い
を
バ
ー
コ

ー
ド
決
済
で
支
払
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
住
民
票
等
の
支
払

い
に
つ
い
て
も
、
費
用
対
効

果
や
優
先
順
位
な
ど
を
総
合

的
に
見
極
め
な
が
ら
研
究
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
民
税
等
で
導
入
済

総
合
的
な
研
究
行
う

等
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
本
町
と
し
て
も
、

今
後
、
国
等
か
ら
示
さ
れ
る

部
活
動
の
適
正
な
運
営
や
効

率
的
・
効
果
的
な
活
動
の
在

り
方
と
、
新
た
な
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
を
整
備
す
る
た
め
に

必
要
な
対
応
を
踏
ま
え
た
上

で
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
及
び

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連

携
な
ど
、
持
続
可
能
な
部
活

動
と
な
る
よ
う
研
究
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

教
育
長　
国
で
は
、
新
た
に

「
学
校
部
活
動
及
び
新
た
な

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方

部
活
動
の
適
正
な
運
営　

ス
ポ
ー
ツ
協
会
等
連
携

　
中
学
校
の
部
活
動

は
、
学
校
教
育
の
一

環
で
し
た
が
、
そ
の
主
体

を
学
校
か
ら
地
域
な
ど
に

移
す
「
地
域
移
行
」
が
令

和
５
年
度
か
ら
段
階
的
に

始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

本
町
の
中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
の
考
え
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

問
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

熊
くま

坂
さか

　崇
たか

徳
のり

 議員

公 共 施 設 の 窓 口
キャッシュレス決済

国
へ
意
見
書
を
提
出

国
に
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
（
一
部
抜
粋
）

　

文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
私
立
高
校
授
業
料
の
２
０
２
１
年
度
全
国
平
均
額
は
44

万
１
千
円
、
施
設
整
備
費
等
14
万
８
千
円
の
合
計
58
万
９
千
円
で
あ
る
。
年
収
５
９
０

万
円
未
満
世
帯
で
も
年
額
４
万
５
千
円
の
授
業
料
負
担
が
残
り
、
施
設
整
備
費
と
合
わ

せ
て
19
万
３
千
円
、
年
収
５
９
０
万
円
以
上
世
帯
で
は
、
就
学
支
援
金
11
万
８
千
８
０

０
円
を
除
い
て
も
47
万
２
０
０
円
と
い
う
高
額
の
負
担
が
残
り
、
多
子
家
庭
で
は
多
大

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
初
年
度
に
は
全
国
平
均
16
万
３
千
円
の
入

学
金
負
担
も
あ
り
、
私
立
高
校
選
択
の
障
壁
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
実
態
に
対
し

て
政
策
理
念
に
立
ち
「
授
業
料
実
質
無
償
化
」
と
な
る
よ
う
、
ま
た
年
収
５
９
０
万
円

以
上
世
帯
の
学
費
負
担
軽
減
と
、
私
学
の
学
費
負
担
の
自
治
体
間
格
差
解
消
を
め
ざ
し
、

年
収
５
９
０
万
円
未
満
世
帯
へ
の
前
年
度
授
業
料
平
均
額
の
支
給
、
授
業
料
無
償
化
世

帯
・
支
給
対
象
拡
大
な
ど
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。

　

一
方
、
私
立
学
校
へ
の
経
常
費
助
成
金
の
大
幅
な
増
額
も
必
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

「
少
人
数
学
級
」
と
、
そ
の
た
め
の
「
専
任
教
諭
増
」
な
ど
の
実
現
は
、
私
立
学
校
に

お
い
て
も
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
私
立
学
校
が

公
教
育
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
立
場
か
ら
、
１
９
７
５
年
私
立
学
校
振
興

助
成
法
成
立
時
の
附
帯
決
議
に
記
さ
れ
た
「
１
／
２
助
成
」
を
速
や
か
に
実
現
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
。
私
立
高
校
の
本
当
の
意
味
で
の
無
償
化
は
ま
だ
達
成
さ
れ
て
お

ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
動
き
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
憲
法
、
教
育
基
本
法
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
に
も
と
づ
い
て
、
私

学
助
成
の
一
層
の
充
実
を
図
る
よ
う
に
、
公
私
の
学
費
格
差
を
さ
ら
に
改
善
し
、
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
に
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、
私
学
助
成
の
一
層
の
増
額
を
要
望
す
る
。

　
　

令
和
４
年
12
月
14
日

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
総
務
大
臣　

殿

愛
川
町
議
会
議
長　

渡
辺　
　

基
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総
務
建
設
常
任
委
員
会
で

は
、
令
和
４
年
10
月
24
日
か

ら
26
日
ま
で
の
３
日
間
、
行

政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

視
察
場
所
と
視
察
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
栃
木
県
塩
谷
郡
高
根
沢
町

「
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
の
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
施
設
に
つ
い
て
」

●
事
業
の
概
要

　

道
の
駅
は
、
休
憩
場
所
の

提
供
や
地
域
情
報
等
の
発
信

の
ほ
か
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
複
合
的
に
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
住
民
と
来
場
者
の

交
流
を
促
進
し
、
農
業
や
観

光
の
振
興
、
食
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

●
主
な
施
策

　

キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ
ル
で
宿

泊
を
楽
し
む
快
適
な
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
施
設
や
ゆ
っ
た
り
く

つ
ろ
げ
る
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
、
行
政
の
窓
口
サ
ー

ビ
ス
や
学
習
支
援
な
ど
、「
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
」
を
結
ぶ

場
所
と
し
て
、
地
域
が
主
体

と
な
り
、
そ
の
特
色
を
生
か

し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

◎
栃
木
県
宇
都
宮
市

「
自
転
車
の
ま
ち
宇
都
宮
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
」

●
事
業
の
概
要

　

宇
都
宮
市
民
や
宇
都
宮
を

訪
れ
る
方
た
ち
の
移
動
を
支

え
、
誰
も
が
健
康
で
便
利
に

楽
し
め
る
「
自
転
車
の
ま
ち

宇
都
宮
」
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

●
主
な
施
策

　

自
転
車
を
活
用
し
た
「
働

く
・
学
ぶ
」「
住
ま
う
」「
憩

う
・
楽
し
む
」
と
い
っ
た
宇

都
宮
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
て
、
自
転

車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
や
公

共
交
通
と
の
連
携
強
化
に
よ

り
自
転
車
を
利
用
す
る
基
盤

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
安
全
・
安
心
に
対

す
る
意
識
や
自
転
車
を
日
常

生
活
で
活
用
す
る
意
識
の
向

上
、
自
転
車
を
楽
し
む
多
様

な
機
会
の
提
供
や
自
転
車
に

関
す
る
様
々
な
情
報
発
信
を

一
体
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

◎
茨
城
県
常
総
市

「
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
後

の
防
災
危
機
管
理
と
避
難
所

運
営
に
つ
い
て
」

●
事
業
の
概
要

　
「
平
成
27
年
９
月
関
東
・

東
北
豪
雨
」
に
よ
り
、
鬼
怒

川
で
１
カ
所
の
堤
防
決
壊
、

７
カ
所
（
市
内
３
カ
所
）
の

溢い
っ
す
い水

・
越え

っ
す
い水

が
生
じ
た
ほ
か
、

堤
防
の
漏
水
や
護
岸
崩
壊
に

よ
る
被
害
が
多
数
発
生
し
ま

し
た
。
ま
た
、
護
岸
崩
壊
に

よ
り
市
域
の
３
分
の
１
に
あ

た
る
約
40
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
が
浸
水
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
鬼
怒
川
東
地
区

で
は
多
く
の
家
屋
や
事
業
所

が
浸
水
な
ど
の
被
害
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
教
訓
を

忘
れ
な
い
よ
う
様
々
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
施
策

　

大
き
な
被
害
を
受
け
た
鬼

怒
川
下
流
域
で
は
、「
鬼
怒

川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
常
総
市
を
含
む
７

つ
の
自
治
体
が
国
・
茨
城
県

と
と
も
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
で
一
体
と
な
っ
た
緊
急
的

な
治
水
対
策
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ハ
ー
ド
面
で
は
、
決

壊
し
た
堤
防
の
本
格
的
な
復

旧
・
高
さ
や
幅
が
足
り
な
い

堤
防
の
整
備
、
洪
水
時
の
水

位
を
下
げ
る
河
道
掘
削
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。
ソ
フ
ト

面
で
は
、豪
雨
時
の
行
動「
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
作
成
と
訓

練
・
地
域
住
民
等
と
の
共
同

点
検
・
広
域
避
難
に
関
す
る

仕
組
み
作
り
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

行 政 視 察 報 告
総
務
建
設
常
任
委
員
会

高根沢町のグランピング施設

常総市議会の議場にて

宇都宮市での行政視察
※

※�溢水とは：堤防
がない場所で
川の水があふ
れること。

令和5年1月15日
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教
育
民
生
常
任
委
員
会
で

は
、
令
和
４
年
10
月
19
日
か

ら
21
日
ま
で
の
３
日
間
、
行

政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

視
察
場
所
と
視
察
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
静
岡
県
伊
豆
市

「
中
学
校
統
廃
合
に
向
け
た 

　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

●
事
業
の
概
要

　

平
成
16
年
の
合
併
当
時
に

お
い
て
、
中
学
校
の
生
徒
数

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
修
善
寺
・
天
城
・
中
伊

豆
の
３
地
区
３
中
学
校
を
１

校
に
す
る
計
画
案
が
検
討
さ

れ
ま
し
た
。
計
画
に
対
す
る

議
会
の
否
決
な
ど
、
一
時
は

白
紙
撤
回
さ
れ
た
も
の
の
、

そ
の
後
「
新
中
学
校
の
整
備

を
求
め
る
決
議
」
が
議
会
で

採
択
さ
れ
、
現
在
、
新
中
学

校
の
敷
地
造
成
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

●
主
な
施
策

　

計
画
当
初
は
、
地
元
か
ら

多
く
の
反
対
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
一
方
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

の
協
議
の
場
か
ら
は
、
統
廃

合
を
必
要
と
す
る
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見

の
相
違
を
解
消
す
る
た
め
、

地
元
と
学
校
と
の
調
整
役
に

校
長
先
生
を
経
験
さ
れ
た
方

を
配
置
し
、
地
元
住
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
学
区
単
位
で

説
明
会
を
開
催
し
、
令
和
７

年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町

「
子
育
て
支
援

　
　
　
　
　
施
策
に
つ
い
て
」

●
事
業
の
概
要

　

長
泉
町
は
、
日
本
全
国
で

少
子
化
が
進
む
中
、
出
生
率

が
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い

る
町
と
し
て
話
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
新
幹
線
や
高
速
道

路
な
ど
で
利
便
性
が
向
上
し
、

企
業
誘
致
に
つ
な
が
る
な
ど
、

雇
用
の
安
定
と
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
出
産
意
欲
を
促

し
、
さ
ら
に
手
厚
い
子
育
て

支
援
の
口
コ
ミ
が
現
役
世
代

を
呼
び
込
ん
で
い
ま
す
。
子

育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
こ
ま

め
に
吸
い
上
げ
、
住
民
を
巻

き
込
み
な
が
ら
、
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
支
援
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

●
主
な
施
策

　

子
育
て
に
つ
い
て
相
談
し

た
く
て
も
「
ど
こ
に
行
っ
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
声
に
応
え
、
乳
幼
児
か

ら
中
学
生
ま
で
一
体
的
に
相

談
で
き
る
、
子
育
て
・
教
育
・

福
祉
・
健
康
に
関
す
る
「
子

ど
も
・
子
育
て
総
合
窓
口
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、

定
住
す
る
こ
と
を
応
援
す
る

た
め
、
Ｊ
Ｒ
三
島
駅
か
ら
新

幹
線
を
利
用
し
て
大
学
等
に

通
学
す
る
学
生
に
対
し
、
１

か
月
最
大
２
万
円
の
助
成
を

行
う
「
新
幹
線
通
学
支
援
補

助
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
静
岡
県
富
士
宮
市

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
福
祉

　
総
合
相
談
窓
口
に
つ
い
て
」

●
事
業
の
概
要

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児

童
福
祉
・
Ｄ
Ｖ
・
所
得
保
障

等
の
重
層
的
な
課
題
を
抱
え

て
い
る
困
難
事
例
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
18
年
度
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
基

盤
と
し
た
福
祉
総
合
相
談
窓

口
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

初
期
相
談
や
利
用
者
が
抱
え

る
課
題
を
分
析
、
提
案
す
る

等
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整

の
機
能
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

●
主
な
施
策

　

従
前
の
体
制
で
は
、
相
談

先
が
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の

家
族
全
体
の
悩
み
を
相
談
す

る
総
合
的
な
機
関
が
な
か
っ

た
た
め
、
福
祉
に
関
す
る
初

期
相
談
と
関
係
機
関
の
連
絡

調
整
を
実
施
す
る
福
祉
総
合

相
談
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

◎
山
梨
県
甲
府
市

「
給
食
費
の

　
　
　
公
会
計
化
に
つ
い
て
」

●
事
業
の
概
要

　

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
や

保
護
者
の
利
便
性
の
向
上
等

を
目
的
と
し
て
、
令
和
４
年

度
よ
り
「
学
校
給
食
費
」
公

会
計
化
制
度
へ
と
移
行
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
各
市
立
小

中
学
校
に
代
わ
り
教
育
委
員

会
が
収
納
業
務
を
行
う
代
理

収
納
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
主
な
施
策

　

市
教
育
委
員
会
と
各
学
校

側
で
し
っ
か
り
と
連
携
を
図

り
、
事
前
に
周
知
を
行
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
特
に
大
き
な

混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

徴
収
方
法
は
、
口
座
振
替
を

基
本
と
し
、
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
コ
ン
ビ
ニ

収
納
、
金
融
機
関
及
び
Ｐ
ａ

ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
な
ど
の
納
付
書
払

い
に
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

常 任 委 員 会
教
育
民
生
常
任
委
員
会

伊豆市議会の議場にて

子育て支援センター「パルながいずみ」での説明

第176号
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議会クイズのご応募ありがとうございました
毎号多くの皆様からご応募をいただいています。第172号（22回議会クイズ）から第175号（25回議
会クイズ）までに寄せられた議会クイズの答えとともにご意見、ご感想を一部紹介します。

　議会用語の解説など、私のような
20代の年齢層にも、今回もわかりや
すく読みやすい内容で、毎回楽しみに
しています。昨年入籍した私にとって
は、今後の子育て支援等の取り組みな
ど、興味があります。ぜひそういった
取り組みの記事なども見させていただ
きたいです。　　　　　　（20代 女性）

　172号の表紙！普段ゆーっくり愛川町を見れてい
なかったので、なんだか気持ちが温かくなりました。
　　　　　　　　　　　  　　　　　　（40代 女性）

　現代は高齢化が進んでいるので、認知症予防
カフェなどのお年寄りが外に出る機会を作るよ
うなものは、とても良いと感じます。学習の際に、
たくさんプリントがあると振り返りにくいので、
タブレットやＰＣでの学習を推進し、ペーパー
レスにして頂けると、より効率的に学習出来る
のでありがたいです。　　　　　　（10代 女性）

　縦の小見出しがあって、読みたいページをすぐ
に見つけられるのが、とっても良かったです。リ
クエストに応えた議会用語解説はシリーズ化して
ほしいです。
　委員さんが撮った写真はどれもほっこりしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（60代 男性）

　人と人の交流が少なくなり、子供の
減少と高齢化等、我が町にも困難な問
題が山積ですね。
　議員の健闘を期待しています。
　　　　　　　　　　　　（80代 女性）

　難しい話も、クイズになると分かりやすく理
解できたりして、良いと思います。家族で答
えを探しながら楽しく読みました。（40代 女性）

　持続可能な社会を創る施策を具体的
に示してほしいです。　　　（70代 男性）

このほかにもたくさんのご意見、
ご感想をいただいております。
より良い紙面づくりに活かし
ていきますので、今後ともご
応募お待ちしております。

©愛川町
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問１　�町職員の定年に関する条例改正により、地方公務員の定年について、段階的に引き上げる
　　　定年延長が可決しました。何歳まで引き上げる改正をしたでしょうか。
　　　①６５歳　　②６８歳　　③７０歳

問２　�第５次愛川町総合計画は今年度をもって計画期間が満了となります。
　　　この計画期間は何年間でしょうか。
　　　①１０年間　②１２年間　③１５年間

問３　議会クイズには毎回多くの方からご意見をいただいています。
　　　そのうち今回は何人の方からのご意見を掲載しているでしょうか。
　　　①５人　　　②７人　　　③９人

≪応募方法≫　�町内在住の方で、１人１通に限ります。クイズの答え・住所・氏名・年齢・電話番号、また必ず
議会だよりの感想等をご記入のうえ、下記あて先のいずれかの方法で応募してください。紙面の
見やすさなどについてもご意見をお聞かせください。

≪しめきり≫　１月３１日（火）（郵送の場合は当日消印有効）　

≪あ て 先≫　�●はがきの場合　　　〒２４３－０３９２
　　　　　　　　　　　　　　　　　角田２５１－１　議会事務局
　　　　　　　●ファクスの場合　　０４６－２８６－５０２１
　　　　　　　●電子メールの場合　gikai＠town.aikawa.kanagawa.jp

©愛川町

第26回 議会クイズ

　

会
議
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
開
会
し
ま
す
。
ま

た
、
本
定
例
会
の
運
営
を
協
議
す
る
議
会
運
営
委
員
会

は
２
月
17
日
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
日
程
が
変
更
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
議
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
４
年
11
月
10
日（
木
）

に
町
文
化
会
館
に
お
い
て
、

神
奈
川
県
町
村
議
会
議
長
会

主
催
に
よ
る
町
村
議
会
議
員

研
修
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

■
講
師

　

歴
史
家
・
作
家

　

加
来　

耕
三　

氏

■
研
修
テ
ー
マ

　
「
歴
史
を
学
び
、

　
　

 

未
来
を
読
む
」

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

議
員
研
修
会

☆正解と当選者は次号で
　発表します。
●オンラインの場合右記
　の二次元コードを活用
　して、応募ができます。

第
25
回
議
会
ク
イ
ズ
の

答
え
と
当
選
者

　
前
号
の
議
会
ク
イ
ズ
の
正

解
と
当
選
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈�

正
解
〉

問
１
‐
①
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

問
２
‐
②
２
６
５
億
６
，７
０
８
万
９
千
円　

問
３
‐
③
本
会
議
で
の
質
問
動
画

〈
当
選
者
〉

　
　
佐
藤　

優
子　
様

　
　
榎
本　

誠
一　
様

　
　
野
副　

竜
彦　
様

以
上
３
名

　

議
会
だ
よ
り
は
、

愛
川
町
録
音
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
か
え

で
の
会
」
の
ご
協
力
に

よ
り
、
視
覚
障
が
い
者

用
に
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

℡
０
４
６
‐
２
８
５
‐

�
２
１
１
１

（
内
線
３
７
９
２
）

令和５年第１回３月定例会日程（予定）
月 火 水 木 金 土 日
2/27 2/28 1 2 3 4 5

本会議�
(施政方針・�
提案説明)

本会議�
(一般質問)

本会議�
(一般質問)

6 7 8 9 10 11 12

本会議�
(個人総括質疑)

本会議�
（会派代表質問)

総務建設/�
教育民生�
常任委員会

13 14 15 16 17 18 19

総務建設�
常任委員会

教育民生�
常任委員会

総務建設�
常任委員会

20 21 22 23 24 25 26

教育民生�
常任委員会 春分の日

本会議�
（委員長報
告・�

討論・採決）

クイズの答えはこの議会だよりのどこ
かにあります。正解者の中から抽選で
３名の方に商品券をお贈りします♪た
くさんのご応募をお待ちしています！
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あいかわほっこり写真館

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の

皆
様
に
は
、
謹
ん
で
初
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
議
会
ク
イ
ズ
で

は
、
今
号
の
14
ペ
ー
ジ
に

紹
介
し
ま
し
た
と
お
り
、

多
く
の
方
か
ら
沢
山
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
議
会
活

動
が
町
民
の
皆
様
に
伝
わ

る
よ
う
、
広
報
の
充
実
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
意
見
交
換
会
な

ど
を
開
催
し
て
、
広
聴
活

動
に
も
尽
力
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長
　
岸
上
　
敦
子

副
委
員
長
　
茅
　
　
孝
之

委
　 

員
　
玉
利
　
　
優

委
　 

員
　
阿
部
　
隆
之

委
　 

員
　
熊
坂
　
崇
徳

委
　 

員
　
小
林
　
敬
子

委
　 

員
　
井
出
　
一
己

委
　 

員
　
山
中
　
正
樹

委
　 

員
　
小
島
総
一
郎

委
　 

員
　
井
上
　
博
明

編
集
後
記

◎議会クイズは15ページに掲載しています。
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